【様式A】



令和４年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間・技術科（第１及び２学年）


テーマ〖環境保全のために自分のできることを実践しよう〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河内長野市立南花台中学校　








≪学習のねらい≫


・地域や近隣施設と連携し様々な立場の人達が参加する活動を通して、学校や自分の住む町の環境づくりに携わる意識を高める。


・地産地消について学び、地域を大切にする心を育て環境保全のために自ら行動を起こす大切さを学ぶ。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　１１月　～　１２月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


総合的な学習の時間�
・近隣施設（大阪府立花の文化園）職員の指導を受け、生徒と地域ボランティアが一緒になって校内花壇の花植えを行い、併せて地域や市内の環境保全について考える。


�
■植物を育てることとは、環境保全につながることを考える機会とする。


■地域で活動している方々と活動することで、自分も地域づくりの担い手であることを意識づける。�
�
２


技術科�
・市内で活用されている「河内材」について学習し、地産地消について考える。


・市役所ロビーや市内施設等での具体的な活用事例を画像で見る。�
■「河内材」だけでなく、身の回りの地産地消に関する例を調べ、自分事と感じられるようにする。


■地産地消がなぜ環境保全に役立つかを考える。�
�
３


技術科�
・額縁プランターを材木を用いて製作する。


・植物のポット植えを行う。�
■地域のボランティアとともに製作し、今までの経験を生かして栽培も行う。�
�
４


総合的な学習の時間�
・ＳＤＧsの観点を紹介し、今回の学習と照らし合わせて、これから自分にできることを考え実践していく。


�
■多くの観点について確認し、今回の学習に対するこれから活動可能な行動を考える。


■一人で難しい場合は、学年や生徒会で活動できるよう支援する。�
�



≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


・近隣施設（府立花の文化園）職員　　　　・地域ボランティア





≪成果≫


・社会に開かれた教育課程として、近隣施設や地域ボランティア等、学校外の方々と環境について考える契機となった。


・地元にある「河内材」を活用することで、地産地消についてより考えを深められる時間となった。。


・理科で学習したエネルギーの変換や再生エネルギーの学習から、なぜ「河内材」を使うと環境保全に


つながるかを考えることができ、教科横断的な指導にもつなげることができた。








